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奥山 倫明 

はじめに 「サルモクシスからジンギスカン ヘ J  (l970 

年、 以下ではア サルモ クシス ] と略記する ) 

クロード・アンリ 二コ ケ との対談集Ⅱ迷宮 は 、 ブカレスト時代以来の 異なる時期に 著さ 

の試練 J  (l978 年 ) において、 ルーマニア 文 れた 八 篇の論文を収録した 著作であ る。 「ダ 

仕の系譜の上で 自らをあ る種の「総合」とし キアと東ヨーロッパの 諸宗教と民間伝承の 比 

て 位且 づけた時に、 エリアーデは 二つの文化 較研究」と副題 に 掲げるこの著作のうちで、 

的伝統を念頭においていた・。 一つは父方の 三つの亜がまずは 取り急ぎ取りあ げられなけ 

出自が 背妖 とするモルドウ ァ 地方の文化であ ればならない。 

り 、 もう一つは母方の 出自が 背丑 とする オル 副題中に東ヨーロッパと 並べて論じられて 

テ ニア地方の文化であ る。 回想録 0l980 年 ) いるダキアが、 その第一章の 中心的な対象と 

においても同様に、 それら二つの 文化に由来 なることは 章虹 「ダキア 人と狼 」からもただ 

する気質が自らの 内において拮抗してきたこ ちにわかるが、 同じ副題を再 び 注視すれば予 

とをエリアーデは 記していたが ' 、 これらの 想されるように、 そこでの試論の 方法は他の 

箇所においてさしあ たって注目すべきは、 彼 地域に関する 数多くの貸料を 用いた比較のそ 

にとってモルドウ ァ の伝統がな 耕民 に由来す れに大きく依拠している。 ここで広汎な 比較 

るものであ り、 他方、 カルテ ニア の 伝 繍の担 の対技を逐一検討するのではなく、 その 車 時 

い手が 庄業 にも携わるとはいえ、 むしろ馬の か文字通り示す 主題にのみ関心を 限定するの 

飼育・交易きであ ったということであ る。 個 であ れば、 エリアーデが 概略次のような 内容 

人史への関心というよりは 彼の学問の成果に を記していたことが 確認できる。 

ついての再考を 当面の裸 頓 とする限定的な 考 紀元前後に現在のノレーマニアに 当たる地域 

察においても、 この点を確認することは 多少 に居住したダキア 人は 、 自らを「 狼 たち」と 

なりとも示唆的であ る。 というのはここで 漠 自称していた " 。 彼らに限るわけではないが、 

然とではあ るが対照される 農耕 民と 牧畜・遊 あ る民族の名称が 功物に由来する 場合にはっ 

牧民とは、 以下で概観するように、 ルーマニ ねに宗教的な 意味があ ると指摘するエリアー 

ア民間伝承に 関する彼の研究のみならず、 そ デは、 その意味の理解は 始源的な宗教概俳の 

の 宗教史的研究をもあ らためて読み 返す際に 表現と捉える 以外にはあ り得ないと記してい 

役に立つ一つの 手掛かりとして 捉えることが る " 。 ここで問題となる 狼をめぐる宗教的複 

できると 尼 、 われるからであ る。 合体に彼は新石器時代に 遡る始源性を 見出し、 

狩猟きと獲物との 神秘的連帯性を 中核とする 

  狩猟 民と 牧畜艮一一Ⅰサルモクシスから 原始狩猟民の 宗教的宇宙にその 玉 初の源泉が 

ジンギスカン ヘ Ⅰにおける始源的宗教き あ ると捉えている ' 。 そうした始源的な 宗教 
  的観念体系がヨーロッパの 南東部や地中海地 

域 では、 東方、 あ るいはエーゲ 海地域からの 
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文化的影 翠 により変容 し 、 且終 的に埋没を強 

いられていることをエリアーデは 認めてはい 

る。 しかしながら 彼によれば、 神話の断片や 

イニシエーション 使 礼の痕跡はその 変容や埋 

没の例覚であ る。 すなわちとりわけ 文字通り 

保守的な地域では、 民衆的 旗 晋や民俗的創造 

物にその遺産が 残されているとして、 「バル 

カン 一 カルパティア 地域に存続する 始源的な 

慣習と信仰の 主要部分に関する 完全な研究は、 

依然として著されていない」と 記されるので 

あ る。 。 同名もまた 今記 した課題に正面から 

取り組むものとして 意図されているわけでは 

なく、 彼の言葉によると「相補的ではあ るが 

独立の個別研究」と 位山づけられるものでは 

あ る ' 。 しかしながら 次に触れる第四章にお 

いても、 彼の言う「始源的な 棋習 と信仰」の 

一つがその主題ととして 取りあ げられている。 

第一章の末尾においてルーマニアの 諸公国 

がジンギス，カンとその 後継きたちによる 大 

侵略の後に創建されたことが 指摘されていた 

が、 「ドラゴシコ 分と ( は 礼的 狩猟 ) 」と題 

された第四章が 対 技 とするのは、 その一つ、 

すでに地方 名 としては前述したモルドウ ァ 公 

国の建国をめぐる 神話であ る。 この車では 第 

一章で触れられていた 狩猟をめぐる 問題が、 

あ らためて中心的な 位Ⅰを与えられている。 

エリアーデによれば、 仮初の幾つかの 年代記 

においてモルドウ ァ の建国という 切紙は野牛 

の狩猟に出かけた て ラムレシュ ( ルーマニア 

北部地方 ) の大守ドラコシュに 帰せられてい 

る。 。 ドラゴ シュ は一頭の牛を 追ってハンカ 

リーからモルドウ ァ の平原に至り、 そこでそ 

の 牛を倒した。 この地を気にいった 彼が人々 

とともに移り 住んだのが、 モルドウ 7 国の始 

まりとなるというのであ る。 ところでエリア 

ーデが指摘するのは、 この伝承が後の 年代記 

において変容を 示しているということであ っ 

た。 すなわちドラゴ シュ という個人名に 代わ 

ってトランシルヴァニアの 羊飼いたちが 登場 

する後の異 伝 において、 羊飼いがモルドウ ァ 

0 発見を導くことになる 野牛と出会うのは、 

その遊牧の際だったのであ る 9 。 これに関連 

してエリアーデが 示唆するのは、 羊飼い、 す 

なわち一種の 牧畜・遊牧民が 狩猟 民 と交替す 

る過程であ った・。 。 ここで一言触れられるに 

過ぎないルーマニアの 文化における 牧畜 民と 

狩猟 民 との関係こそ、 以下で触れる 通り本章 

の末尾において 再度 _L リアーデが言及する 対 

象 となるものであ る。 

なおこの亜においても、 あ る動物が現れそ 

れを追跡することで 主人公が新しい 場所に導 

かれるという 窩造 をもつ、 いわゆる導き 手と 

しての動物を 主題とする神話・ 伝説をめぐっ 

て広汎な比較が 展開されている。 それを詳細 

にたどる余裕は 本稿にはないが、 少なくとも 

ここで注目すべきは、 フン族のスキュティア 

侵入をめぐる 物語や マジ ヤール人の祖先に 関 

するハンカリ 一の伝承と照らした 上で、 エリ 

アーテがドラゴシコ 伝説における 狩猟という 

主題の五菓性を 繰り返し強調している 点であ 

る " 。 つまり彼によれ ば 、 この伝説における 

野牛を追跡する 併礼的 狩猟という主題は 、 ダ 

キア人にとって 自生的なものと 断定されるの 

であ るⅡ。 彼の指摘は 、 先に触れた点とも 重 

なりつつ、 それに留まるものではない。 すな 

わちドラゴシュ 伝説は確かに 狩猟長文化の 要 

素ではあ るが、 「狩猟のく観俳体系かは、 牧 

畜のく観念体系 下 に変容している」と 見なさ 

れるのであ るⅡ。 なおこの点で、 ルーマニア 

の民俗文化において 牧畜の観俳体系が 支配的 

であ ることを明らかにする 例証としてエリア 

ーデが挙げるのが、 彼の言うルーマニアの 民 

間 伝承詩の傑作「 ミ オリッツァ」であ る。 彼 

はこのパラッドについて 次のように記してい 

る。 「このバラッドの 本文的な要素は 羊の神 

託の 力 であ る。 ところでこの 動物が具現する 

神託は極めて 始源的な信仰であ るが、 この先 

史時代の狩猟文化からの 通産 が 、 牧畜 文 仕の 

複合体においても 存続しているのであ る・ " 」   

このパラッドこそ 次に見るように 本辞第八章 
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が 主題として取りあ げる対象にほかならない。 

「ドラゴシュ 公と ( は 礼的 狩猟 ) 」が取り 

上げた、 その存在自体が 神託を構成する 遵き 

手としての動物の 役割は、 そのせ終章「千里 

眼の世子羊」においては 表題に掲げられる 雄 

子羊が担うことになる。 もっともここでその 

動物が果たすのは、 野牛がドラゴシュ 公に示 

したようなあ る種、 空間的な 拳 きの役割では 

ない。 蛙子羊がモルドウ ァ の羊飼いに伝える 

のが他の羊飼いに 妬まれてやがて 殺されるで 

あ ろうという予言であ れば、 その働きはいわ 

ば時間的な、 より正確に言えば 超時間的な啓 

示ということになろう " 。 もっともこの 啓示 

に対するモルドウ ァ の羊飼いの対応とそれに 

続くこのパラッドの 展開は、 本稿が扱 う べき 

ものではない。 また冒頭で触れたエリアーデ 

の父方の屋社民の 地域的背 呆 と「 ミ オリッツ 

ァ」の羊飼いの 出身とがたとえ 立なるもので 

あ ろうともⅡ、 またこのパラッドが 確認され 

る地域の経済的な 環境が牧畜に 支配されてい 

ても、 あ るいはそうでなくても。 7 、 r ミ オリ 

ッツァ」があ る意味でルーマニア 民俗精神の 

範例の位山を 占めるに至っていると 俺 めるの 

であ れば、 それらは本稿が 間柱とするもので 

はないⅡ。 むしろ興味深く 思われるのは、 第 

四章に関連して 先に引用した 箇所と同棟のエ 

リアーデの次のような 指摘であ る。 彼はこう 

記している。 「牧畜社会では、 功物の行動と 

啓示が神託の 役割を果たすということが 信じ 

られている。 なぜなら功物は 未来を知ってい 

るからであ る。 牧畜社会はこの 信仰を 、 さ 代 

の狩猟文化から 受け継いだのであ るⅡ」。 

宙頭 で触れたように、 エリアーデが 後に対 

談や回想で自己の 背 夫 の一つと見なすことに 

なる牧畜・遊牧文化は、 このように 丁 サルモ 

クシス」においてすでに 幾度か触れられてい 

たものであ った。 しかもその文化が 狩猟文化 

との対照の中に 位山づけられていたことが、 

国田に収録された 二、 三の亜からは 明らかに 

なるのであ る。 ここで狩猟民から 牧畜 民 が継 

承 したものとして、 エリアーデがその 存続に 

注目していたのが、 動物を遵 き手 ・神託と捉 

える始源的な 信仰であ った。 ところでここで 

あ らためて想起されるのは、 エリアーデが 挙 

げた自己の文化的背 丑 のもう一方、 すなわち 

某社民の存在であ る。 始源的な信仰の 担い手 

とされた、 いわば始源的宗教きとしての 狩猟 

民と 牧畜 民 に対して、 ルーマニアの 宗教史に 

おける 屋 群民がどのような 位山を占めるのか 

はこれまでの 概観からは明らかではない。 も 

っとも本稿では 論じないとした「 ミ オリッツ 

ァ」の解釈は、 エリアーデにとっては 農耕民 

の宗教 牲 との関連を有するもののはずであ る 

れ。 つまり彼は本吉の 最終章「千里眼の 性子 

羊」において、 このパラッドを 牧畜 民 におけ 

る狩猟 民的 宗教の継承の 例証 と 見なしていた 

のみならず、 あ る種のな群民 的 宗教、 より具 

体的には彼の 言うく宇宙的キリスト 教 ノを 踏 

まえた解釈をも 論じていたのであ る㍉。 とこ 

ろで狩猟 民 、 牧畜民の宗教との 対照におかれ 

た 庄耕 民の宗教に関する 諒 論の概要は、 ルー 

マニアの民間伝承を 主題とする研究を 離れた 

時になお一席明らかになる。 実際、 ここで得 

られた狩猟 民と 牧畜・遊牧民、 さらには 屋耕 

民への 斉目は 、 その後の彼の 著作『世界宗教 

史」を再読する 上で一つの見通しを 指示する 

ことになるのであ る。 
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「サルモクシスⅠの 刊行後、 また別の個別 

研究イオーストラリアの 宗教Ⅰ (l972 年 ) を 

著したエリアーデは、 やがてほぼ半世紀に 及 

ぶ研究生活を 踏まえて、 全三巻の大著、 「世 

界宗教史」 (l976 、 78 、 83 年 ) を発表した。 そ 

の第一巻が出版された 時点で、 哲学者ポール 

・リクールは 興味深い論評を 逸早く著してい 

る。 そこでは 同 % を 棋り 返し 紬 くことによっ 

て気づくことのできる 特徴の一つとして、 宗 
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敦史を通じて 不断に再現される 始源的な諸形 

態が示されていることが 指摘されていた z2a 
リクールが挙げるのは、 丑 初の二つの亜にお 

いて示されている 狩猟文明において 出現する 

宗教形態と、 某拙文明において 成立する宗教 

形態とであ る。 狩猟 民的 宗教、 牧畜・遊牧民 

的宗教と 俺耕民的 宗教とが出会うことによっ 

て、 緊張と共生を 絶えず生み出してゆくもの 

として描かれるエリアーデ 宗教史は、 リクー 

ルによれ ば 始源性の宝庫と 見なされることに 

なる。 

もっともエリアーデの 宗教史叙述の 始点は、 

人類 史 をさらに遡ったところにあ る。 すなわ 

ち人類が直立姿勢をとったことによる 上下、 

前後、 左右への空間のく 方向づけ ノ に対して 

注意を向けて、 彼はそこに宗教観念の 端緒を 

見ているⅡ。 直立する身体を 中心とする人類 

の空間経験こそ、 やがて住居、 集落、 領土の 

空間構成と、 く 世界の中心 ノを 初めとするエ 

リアーデの言う 宇宙論的シンポリズムとを 生 

み出す根源的な 経験であ ると捉えられるので 

あ る。 身体を起点とし、 後にく中心のシンポ 

リズム ノ として展開されることになるこの 空 

間の整序が、 以下で触れる 時間の整序ととも 

に エリアーデにとってはあ る種、 根源的とも 

言えよう人類の 宗教程 験 として位山づけられ 

ている。 

このような人類の 根源的な空間経験に 続い 

て エリアーデが 論じるのが、 リクⅡ レも 指摘 

する狩猟 民 的な宗教形態であ る '" 。 ノレーマニ 

ア民間信仰に 関してもすでに 謂 目されていた 

狩猟 民的 宗教は、 狩猟きと獲物との 神秘的 連 

帯性 、 至高神や動物主といった 神 観念を内包 

し 、 エリアーデの 宗教史において 不可欠の位 

Ⅰを占めている。 先史時代に関する 明白な資 

料が欠如していることを 認めつつも、 エリア 

ーデはこの狩猟 民的 宗教の概略を 民族誌的資 

料との類比から 敢えて やき 出す。 この類比を 

支えているのは、 一つぼは狩猟、 漁協、 採集 

経済に基 く 始源的な文明が 世界の周緑地域、 

砂漠、 森林、 山岳等へと 遠陀化 、 孤立化する 

ことによって、 いわばく生きた 化石 ノ として 

l9 世紀末に至るまで 存続してきたと 捉える見 

方であ り、 また一つにはそうした 文明におけ 

る観念と行君が、 後代に存続する 力を有して 

いると見なす 推定であ る。 事実、 生存の手段 

としての狩猟は 俺 耕 社会においても 存続し、 

狩猟 民 による獲物の 居 殺 はその後も供犠とし 

て 反復されてゆくのであ る。 

このような見解を 抱きつつ、 エリアーデは 

例えば旧石器時代にすでにあ る種のシャーマ 

ニズムが存在していたと 考えている "5 。 とい 

うのは彼によれば、 今日の狩猟 民 、 牧畜 民 に 

おいてもその 宗教形態は支配的であ ると見な 

されるからであ る。 もっともシャーマニズム 

に 関しては、 すでに「シャーマニズム 一一 始 

じ
ア
 

堅
田
」
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 一 々  にとってその 本文的要素として 捉えられ 
ていたのであ ったれ。 しかもこの悦哉体験は 、 

彼によれば人間の 条件を構成する 本源的現象 

であ る。 したがって国キ を 踏まえて言えば、 

悦哉体験という 本源的現象が、 天上・地上・ 

地下の姉領域とそれらを 連結するく中心 ノ を 

めぐる宇宙論や 呪術的飛翔や 火の統御といっ 

た呪術の伝統、 さらに 神 観念、 霊魂観念など 

と 結合することによって 歴史的に成立した 宗 

教形態こそが、 シャーマニズム と 呼ばれるべ 

きであ るということになる ， 7 。 このシャーマ 

ニズムの成立を、 エリアーデは 旧著を踏まえ 

つつ 7 世界宗教史」においては 旧石器時代に 

まで遡ろうとしているのであ る。 

旧石器時代についてはさらに、 特に宗教観 

念の存続という 観点から見過ごすことのでき 

ない、 男女の性別分業に 関連する相互補完的 

な二分法的宇宙論の 存在、 石器の製作という 

技術的発見が 開示する神話的・ 宗教的価値世 

界の存在、 アレクサンダー・マーシャルが 指 

摘した月の満ち 欠けの観察に 基づく時間表示 

の森 徴 体系の存在、 神の随伴きが 原初の水に 
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潜ることによって 実現する宇宙創成を 物語る 

神話の存在などを、 エリアーデは 示唆してい 

るⅡ。 エリアーデの 宗教史においてこれらの 

指摘が重要であ るのは、 それに続く叙述から 

明らかであ る。 すなわち性別分業は、 印欧語 

系諸民族 ( 以下では印欧語族と 略記する ) な 

どで見出される 男性秘密結社の 成立や 、 後の 

とりわけ 庄 耕の発見以降に 増大する女性の 聖 

性の前提となり、 石器の製作により 明らかに 

なる宗教性は、 金属 器 、 特に鉄器の製作など 

の技術的発展が 明らかにする 宗教性の先例と 

なる。 また月のシンポリズムは 女性、 植物、 

豊 麓 、 死と再生などを 包含する観念上の 体系 

化の背景となるものであ る。 さらに二元論的 

な宇宙創成説は、 「サルモクシス」において 

も一章が割かれていたように、 特に南東 ヨ一 

ロッパにおいて 独自の展開を 帰結することが 

やがて論じられる 29 。 

とりわけ女性の 聖性は、 リクールが注意を 

向けていた、 エリアーデが 次に提示する 庄 科 

文明の宗教形態において 中心的な位Ⅰを 占め 

ている れ 。 な 耕において果たす 役割を背景に 

して女性の社会的な 地位が上昇する 一方で、 

土壌の豊 麓と 女性の多産とが 人問と植物との 

神秘的連帯性によって 象徴的に連結される。 

この神秘的連帯 牲 はまた、 死を前提として 再 

生する植物の 生への人間の 生の同化をももた 

らし、 先に触れた月のリズムとともに、 大地、 

女性、 植物などの諸観念の 体系化を帰結する。 

収穫を脅かす 危機も、 循環する死と 再生のド 

ラマの一局面として 受容されることになり、 

さらには宇宙の 構造や周期性も 植物やその 生 

に 準えて捉えられる。 すでに指摘した 根源的 

経験としての 空間の整序に 加えて、 死と再生 

というイニシエーションのシナリオを 得たこ 

とによる人類の 時間経験の整序が、 ここには 

見出されている。 このイニシエーションの シ 

ナリオによって、 不死の探求者 ギノレ カメシュ 

以降の人類の 試練に毒味が 付与されてゆくⅡ。 

以上のように、 死と再生をめぐる 始源的な 

神話的・ 倣礼的 シナリオを含み、 宇宙の周期 

的更新の観念を 中核とするく 宇宙的宗教 ノが 、 

億科文明において 成立したとエリアーデは 想 

定するⅡ。 このく宇宙的宗教 ノは 、 エリアー 

デが用語としては「 聖と俗 」 (l957 年 ) 以来、 

内容としては「宗教学概論」 (l949 年 ) 以来 

論じてきたものであ ったⅡ。 なお宇宙創成神 

話を反復することによって 悌礼 において実現 

される宇宙の 周期的な更新それ 自体は庄 耕 開 

始以双に遡るものとも 指摘されるが、 エリア 

ーデ宗教史において 五要 なのは新石器時代以 

降のオリエント と 地中海世界における 宗教観 

念の展開を叙述し、 さらにインド、 中国まで 

も視野に入れたユーラシア 大陸の宗教史を 考 

察する上で、 屋 科長 的 宗教としてのく 宇宙的 

宗教 ノが 欠かせない位置を 占めているという 

ことであ る。 

もっともマリヤ・ギン プ タスを参照しつつ 

南東ヨーロッパにおける 紀元前六一四千年紀 

の始源的な 屋耕 ・牧畜文化を 論じる際に、 エ 

リアーデがその 地域の独自性を 強調するのを 

控えることはないⅡ。 それが先に触れた 南東 

ヨーロッパ特有の 宇宙創成説をめぐる 試論 や 、 

本稿では論じなかった「 ミ オリッツァ」の 解 

釈 とも関連したく 宇宙的キリスト 教 ノ 論の、 

時代を遥かに 遡った背景にもなっているⅡ。 

ところで石器時代に 抗いてエリアーデが 荒 

目するのが、 鉄器時代の宗教観念の 独創性で 

あ ったⅡ。 冶金術の発明により 鉄が大士に利 

用できるようになったことによってもたらさ 

れた鉱石とそれを 宿している大地に 関連した 

宗教観念を、 エリアーデは 次のようにまとめ 

ている。 母 なる大地の子宮のなかで 胎児とし 

ての鉱石は地文学的なリズムに 従って成長し、 

やがては完全な 金属になる。 鉱山から鉱石を 

採掘することは 母なる大地の 胎内に踏み込ん 

でいわば臨月以前に 手術を施すことであ り、 

溶鉱炉は人工の 子宮として鉱石の 成長を促す 

ものであ る。 陶工や鍛冶工と 同じく冶金工は 

火を統御する 匠 であ り、 石器時代以来のホモ 
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・ファーベルの 系 許に 連なってはいるが、 自 

然の変成に関わることで 時間の働きを 引き受 

けているという 点で後の敏 金 術師と同じ願望 

を抱いている。 時間を支配することによって 

物質の完成に 文献しようとするその 願望が、 

近代の科学技術社会においても 同じく抱かれ 

ていたことを、 「鍛冶 師と 錬金術師」 (l956 
年 ) において記していたのと 同様に、 エリア 

一デは 「世界宗教史」においてもまた 指摘す 

るのであ るⅡ。 

以上のようにⅠ世界宗教史 ] は、 リクール 

が取りあ げていた始源的宗教としての 狩猟 民 

的 宗教、 牧畜・遊牧民的宗教と 庄 村民的宗教 

に対して 斉 目を向けつつ、 それらとの内達で 

人類の根源的宗教経験としての 空間の整序、 

時間の整序について 触れるとともに、 金属 器 

時代の宗教観念に 人間が抱く時間の 支配への 

願望の端緒をも 見出していた。 もっとも近代 

人の宗教観俳に 向かう見通しがあ らかじめ提 

示されているとは 言え、 始源的宗教以降のエ 

リアーデ宗教史の 叙述は、 当然あ らためてた 

どるべきものであ る。 その作業を通じてリク 

ールが指摘した、 始源的な宗教形態の 再現が 

確認されることになる。 

3  狩猟 民的 宗教と 屋 村民 的 宗教一宗教史 

の横断的構成 (1 ) 一一 

「世界宗教史 ] 第 _ 巻 までが刊行された 時 

点でそれについての 甘辞を 華 したツウイ・ヴ 

ェルプロフスキーは 、 彼の害 笘で 甘う垂直的 

な歴史と水平的な 歴史との結合に 向けられた 

エリアーデの 努力を同 ヰに 見出している れ 。 

諸宗教が個別に 起源から現在までをたどられ 
ダ Ⅰスセ クン Ⅰ ン 

るのではなく、 年代順にしかも 横 断的に 

扱われていることを 指摘して、 彼はその叙述 

法 をく水平的一年代順様式 ノと 呼ぶ。 エリア 

ーデがここで 言われるように 検断的に叙述し 

ている個々の 宗教の歴史を 再構成し、 個別宗 

教史としての 側面からⅠ世界宗教史」を 検討 

することももちろん 可能なことであ り必要な 

ことでもあ ろう。 しかしながら 以下では、 ウ 

ェルプロフスキーが 水平的とも横断的とも 形 

容する、 エリアーデ宗教史に 見られる個別宗 

教史とは異なる 叙述様式を、 すでに指摘した 

始源的宗教との 関連において 確認することを 

試みる。 

ところでエリアーデ 宗教史におけるこの 横 

新竹構成を、 リクールが指摘した 始源的宗教 

が生み出す 某張 に留意しつつ 振り返る上で、 

彼の宗教研究のあ る意味での原点と 言えるヨ 

一カに関する 考案はあ らかじめ一つの 手掛か 

りを与えてくれるものであ る "9 。 「 ョ一 カー 

一不死と自由   』 (l954 年 ) においてジョ 
ン・マーシャル、 スチュアート・ ビ ゴットを 

引用しつつヨーカの 起源を検討していた エリ 

アーデは、 その 背温 となる精神的伝 紬 として、 

印欧語族の宗教伝統 と 紀元前 _ 千年紀半 はの 

印欧語族のインド は入 以前に遡るその 地の自 

生的な諸民族の 宗教 伝紐 とを指摘していた ' 。 。 

天空神や大気の 神々への崇拝を 特徴とする 印 

欧 語族の宗教 伝紐に 対して、 屋 拙文化とイン 

ダス河流域の 都市文明とに 基く 自生的伝統に 

含まれるものとして 始源的なヨーカとともに 

挙げられていた 女神崇拝、 男根崇拝、 樹木崇 

拝などは、 後の ヒ ンドウ 一 教にも見られる 要 

素であ るという。 印欧語族の侵入により 崩壊 

したインダス 文明の文化的諸要素は、 したが 

って周辺部民衆市によって 保存され、 後に ヒ 

ンドウ 一 教の形成に寄与したのではないかと 

エリアーデは 同甘 において想定したⅡ。 自生 

的宗教 伝紡と 使人者であ る印欧語族の 宗教 伝 

統 との総合の過程としてヒンドゥー 教を捉え 

ようとするこうした 見解を、 エリアーデは 

「世界宗教史」においても 保持しているⅡ。 

ここに見られる 印欧語族の宗教伝統 と 自生的 

宗教伝統との 接触と、 それが引き起こす 緊張 

こそ、 「世界宗教史Ⅰにおける 始源的宗教を 

めぐる横断的構成をたどる 上での第一の 手 拭 

かりとなるものであ る。 
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エリアーデによれば、 この印欧語族による 

ユーラシア大陸の 侵略と征服は、 トルコ・モ 

ンコル人の場合と 同棟に、 狩猟 民 的な世界観 

のもとで行われたとされる㏄。 つまり印欧語 

族男性結社・ 戦士 団は 、 神話的祖先であ る肉 

食獣、 特に狼の旗 帖 のもとにほ略を 企てたと 

記されるのであ る。 他方で下世界宗教史」に 

おいては、 豊飴と 死の女神、 イニシエーショ 

ンと 霊魂の死後の 存続に関する 伎礼 と信念な 

どを要素とする 始源的宗教が、 インドに限ら 

ずヨーロッパから 中国に至るあ らゆる民衆文 

化において連続しているとの 指摘もなされて 

いたれ。 これは狩猟 民的 宗教と対比すれば、 

農耕 民 のく宇宙的宗教 分 としてエリアーデが 

概念化していたものにほかならない。 

こうして狩猟 民的 宗教の屋神民 的 宗教との 

接触がもたらした 緊張を、 印欧語族の侵入に 

荒目してさらにたどれば、 クレタ 島や エーゲ 

海地域に関する 叙述も見出せよう ", 。 ギリ 、 ン 

7 人を初めとする 前二千年紀以降の 印欧語族 

の到来が 屋 群民 的 宗教との間で 引き起こした 

影 T は ついて、 エリアーデは 一方で始源的宗 

教伝統がギリシアのオリコンポスの 宗教体系 

の中に組み込まれたことを 指摘し、 他方、 先 

アーリア 期 インドにおいてと 同様に、 女神崇 

拝、 豊餓と死 、 死後の抽魂の 存続に関する 傲 

礼 と信念が存続していたとも 指摘する。 結局 

のところディオ ト ロスの指摘に 見られるクレ 

タ島の宗教と 密 伎 宗教との類似に 触れながら 

彼が強調していたのは、 オリコンポスの 宗教 

がそれ以前の 宗教伝統をいわば 選択的に同化 

していたという 点であ ったⅡ。 実際、 イニシ 

エーションが 開示する生と 死の連続 性 という 

農耕 民的 宗教が共有した 観念はオリコンポス 

の宗教では抑圧され、 エレウシスなどにおけ 

る密は宗教において 伝承されていたと 記され 

る " 。 新石器時代の 大地母神の後継者として 

位 Ⅰづけられる 女神デメテルが 臨 在するは、 

まさしくその エ レウンスの密接においてであ 

る。 

印欧語族による 屋耕民的 宗教の抑圧は、 こ 

の場合、 間接的には新しい 宗教的創造、 密儀 

宗教の成立を 促したと言うこともできる。 そ 

の後の密儀宗教にとっての 範例的モデルにな 

ったとされるエレウシスの 密接は、 しかしな 

がらやがては 異教として弾圧されることにな 

る。 なお密儀宗教との 関連では、 エリアーデ 

はディオニュソス 崇拝に見られる オモ ファギ 

ア ( 伎礼 竹生肉食い ) を例に挙げて、 肛耕民 

的 宗教のみならず 狩猟 民 的な宗教行為が 伎礼 

的 オルギ一のさなかに 再現されることも 指摘 

していたのであ ったⅡ。 

ところで印欧語族と 自生的な新石器時代農 

耕 民 との融合は、 古代のローマ 人やゲルマン 

人についても 指摘されている。 確かにエリア 

ーデは、 ローマ 人と サビ二人の間で 行われた 

戦争をめぐる 伝説やスカンディナウィ ア のア 

ース 神放 とヴァン 神族 との対立をめぐる 神話 

を、 侵略者と土 話民 との歴史的な 対立を反映 

すると解釈するというよりはむしろ、 デュ メ 

ジル にならって印欧語族の 三機能イデオロギ 

一の反映として 捉えている 49 。 しかしながら 

印欧語族による 他 民族の文化遺産の 同化とい 

う点で、 ローマ人の宗教、 ゲルマン人の 宗教 

のそれぞれにおけるヒンドゥー 教に見られる 

総合との類同性をエリアーデは 指摘している 

のであ る 50 。 またケルト人に 関しても、 パス 

ク 人 と共有する擬娩の 倖礼などは新石器時代 

人に遡る要素の 残存 と 見なされていた 日 。 

また印欧語族とは 区別できる宗教伝統をキ 

リスト教化以双に 遡って指摘できる 民族とし 

ては、 さらに ハツレト 諸民族とスラウ 諸民族が 

挙げられるⅡ。 前 きに関してエリアーデは 大 

地の母神や森の 母神をコーラシア 大陸の基 屈 

信仰に由来するものと 見なし、 後者に関して 

も 森の亜の観念等を 指摘する。 なおここでは 

農耕 民 ではなく狩猟民の 宗教が始源的宗教と 

して想定されている。 森の抽はエリアーデに 

とっては、 動物主型の神格に 連なるものなの 

であ る。 
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以上のように [ 世界宗教史」はあ る面にお 

いて、 印欧語族の宗教伝統と 自生的な宗教伝 

統との接触と、 その結果引き 起こされる緊張 

関係に荒目して 読み返すことができる。 とこ 

ろでリクールの 言 う始源的宗教に 関しては、 

遊牧民的宗教と 屋群 民助宗教とが 生み出す 握 

張 もまたエリアーデ 宗教史の横断的構成を 読 

み解く上で、 もう一つの手掛かりを 与えるも 

のであ る。 そこにおいて 庄 村民的宗教に 見出 

されることになるのは、 あ る種、 克服される 

べき対象としての 役割であ る。 

4  遊牧民的宗教と 九群民 的 宗教一宗教史 

の横断的構成 (2) 一一 

特に印欧語族に 荒目することによって、 狩 

猟 民 助宗教と自生的宗教伝統との 接触が生み 

出した緊張がⅠ世界宗教史 ] において横断的 

に描かれていたことを、 前段では振り 返って 

きた。 この自生的宗教伝統としての ま耕民的 

宗教は 、 別の脈絡においては 遊牧民的宗教と 

の間に緊張を 生じ、 それがエリアーデ 宗教史 

においてあ る意味を持つことになる。 その点 

を 確認するために 前もって『宗教学概 輔 」を 

振り返ることから、 また一つの手掛かりを 得 

ることが可能であ る。 

天空と天空神に 関する 鞍 舖から本論を 始め 

る「宗教学概論」は 、 聖なるものの 形態 苧 と 

して意図されてはいたが、 天空神のく ひ まな 

神ノ への変貌を含むいくつかの 歴史的展望を 

も内包していたぬ。 宗教観念における 現実性 

を 喪失したひまな 神としての天空神について、 

エリアーデはそれがあ る % 台には大気の 神、 

暴風の神として 専 Ⅱ化し、 現実性を回位する 

と論じているⅡ。 この天空神の 耳門 化 の育夫 

として、 屋 村民 的 宗教の存在を 彼は指摘する 

      ここで出現した 大気 神 、 暴風神に対する、 

本来的な天空的価値の 回復として捉えられる 

く一神教革命 ノ として、 エリアーデは 同下に 

おいて、 ヤハウェ、 アフラ・マズダニアッ 

ラ ー への信仰を位Ⅰづけていたが。 したがっ 

てこのく革命 ノ はな神兵助宗教を 克服して、 

本来の超越的な 天空神の回復を 目指す運動と 

して捉えることができる。 「世界宗教史』に 

おいても、 旧 華を受けてこれら 一神教に関す 

る細論が展開されているが、 なかでも特に 詳 

しく検討されるのはヤハウェに 関してであ る。 

一方、 ムハンマドの 時代の ア ラピアの状況に 

関しては、 アッラ ー がすでに ひ まな神になっ 

ていたと指摘し 習合の進んだパレスティナの 

状況との類似が 示唆されてはいるが、 それ以 

上に詳しく論じられているわけではない 570 
したがって以下では、 パレスティナ と イラン 

に関してのみ 簡単に振り返っておく。 

前 _ 千年紀を通じてシリアーパレスティナ 

地帯で繰り返された 遊牧民ほ人者による 先住 

屋 群民の征服と 先住民文化の 同化は、 宗教に 

関してはな群民 的 宗教と遊牧民の 天空 神 中心 

の 宗教的イデオロギーとの 対立を生み出して 

いたとエリアーデは 記している 5 。 。 イスラエ 

ル人のカナン は 人もまた同じ 枠組みにおいて 

捉えられるが、 それに留まらずその 対立から 

は新たな宗教経験としてくアプラハムの 信仰 ノ 

が 生み出されてきたことが 彼の注目する 点で 

あ るⅡ。 

ところでイスラエルの 族長たちの宗教の 特 

徴 として「父の 神」 へ の信仰が言及されるが、 

父の神はカナン 征服後、 その地のパンテオン 

の主神であ る諸神の父、 エ ル と 同一視される 

ことになったという。 0 。 これにより父の 神は、 

エルが有していた 宇宙的宗教としての 側面を 

獲得する。 一方、 モーセに現れたヤハウェは 、 

父の神の影苧を 受けつつ同様にエルと 同一視 

され、 さらに士師時代にはカナンの 豊 館を司 

る瓜の神 パアルと 混同されるに 至る。 これ以 

降ヤハウェ信仰はカナンの 庄 村民的宗教との 

習合・同化を 強めるが、 旧約 E 杵の預言者た 

ちが批判したのは、 まさにこの某社民的宗教 

形態であ ったと記されるのであ るⅡ。 

屋 村民 的 宗教との対照性が 明確なヤハウェ 
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の場合と比べると、 「世界宗教史」における 

アフラ・マズダ 一についての 叙述はそれほど 

際立った印象を 与えるものではない。 そもそ 

も「宗教学概論」に 記されていた 通り、 サラ 

スシュト ラ による宗教改革自体が、 アフラ・ 

マズダ一の天空 神 的特徴を払拭するものだっ 

たのであ る。 ' 。 しかもその宗教改革の 背 果 と 

なっていたイランの 伝統的な民族宗教は 、 い 

うまでもなく 印欧語族的な 伝 結を汲むもので 

あ り、 サラスシュト ラ が批判の対 技 としたの 

も 定住の牧畜民社会の 祭司や男性結社による 

供犠や祭祀であ ったⅡ。 しかしながら 一方で、 

ザラスシュト ラ が反していたのが 馬の飼育を 

行う氏族であ ることが確認され、 他方で彼の 

宗教活動は家畜の 群れを 遵く 「 牧き 」と 唯 え 

られている。 ， 。 定住屋 耕民と 遊牧民との間の 

対立が示唆されていることからも、 エリアー 

デが定住社会の 伝統宗教を克服するものとし 

て、 サラスシュト ラ の宗教改革を 性格づけて 

いることが窺える。 もっとも ヴ ラスシュト ラ 

が対立した伝統が、 印欧語族に屈するもので 

あ ったことは、 彼の殺害の伝承にも 示されて 

いる。 梓人神殿で彼を 殺害したのは、 印欧語 

族男性結社の 成 昂と 見なされる狼に 変装した 

者であ ったというのであ るⅡ。 

以上のようにエリアーデは、 パレスティナ 

においては 屋耕民的 宗教と遊牧民的宗教との、 

イランにおいては 民族宗教と遊牧民的宗教と 

の緊張を見出している。 イランの民族宗教は 

印欧語族に由来するものであ ったとは言え、 

すでに定住社会の 伝統となっていた。 さらに 

イスラームに 関しても、 その青果となる 状況 

の パレスティナとの 類比が示唆されていた。 

このように振り 返る時、 前段で論じた 狩猟 民 

的 宗教と 庄 村民的宗教との 森 張 に加えて、 遊 

牧民的宗教と 肛 鞘尻 的 宗教との森 張 をこれら 

の叙述に求めることができるだろう。 

リクールの提示した 始源的宗教の 再現と、 

ウェルブロフスキーが 見出した宗教史の 横断 

的構成とを、 ともに踏まえた 上で「世界宗教 

史 」を再読する 時に浮かび上がるのは、 それ 

らの始源的宗教が 宗教史を横断して 篆 りなし 

ている、 ここで指摘してきたような 緊張であ 

る。 狩猟 民的 宗教、 遊牧民的宗教、 屋 耕民的 

宗教の相互関係の 歴史のみが、 エリアーデの 

宗教史において 描き出されているわけではも 

ちろんないが、 少なくともここに 再考に値す 

る論題が示されていると 指摘することはおそ 

らく可能であ ろう。 

おわりに 

エリアーデが 自らの文化的背 果は ついて指 

摘した二つの 要素を手掛かりに、 彼のルーマ 

ニア民間伝承研究における 狩猟 民と 牧畜・遊 

牧民への荒目を 振り返った上で、 本稿はさら 

に「世界宗教史」の 再読を試みてきた。 そこ 

で確認できるのは、 時間と空間をめぐる 人類 

の根源的宗教経験に 遡って人間の 宗教史を描 

き出そうとする 同ヰが 、 始源的宗教への 帝日、 

より正確に吉ぇ ぽ 宗教史を通じて 繰り返され 

るその再現への 荒目を一つの 特色としていた 

ということであ る。 本稿は始源的宗教の 担い 

手として狩猟 民 、 牧畜・遊牧民、 ム耕民 に注 

目しっ っ 、 またそれぞれの 始源的宗教の 相互 

関係にも留意しながら「世界宗教史」を 読み 

返すことがそれであ る。 

もとよりこの 試みは、 部分的にしか 取りあ 

げていない「 ザノレモ クシス」それ 自体の検討 

でもなく、 まして「世界宗教史」全姉巻の 全 

体的な再考を 目指したものでもない。 しかし 

ながらエリアーデの 死去の後、 彼の想定して 

いた 同 Ⅰ第四巻が 、 彼の意向を直接反映した 

ものとは言えないとしても 三巻の第二分冊と 

いう形で刊行され。 。 、 また「世界宗教史」の 

あ る意味における 要約が「世界宗教享典 ] と 

して出版されている 現時点において。 ' 、 「世 

界宗教史」の 再読を少なくとも 何らかの形で 

試みておくことは、 あ ながち失当なこととも 

言えないであ ろう。 一面的ではあ るが、 試論 
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を 展開してきた 理由もそこにあ る。 
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